
新

ん検診の実施 各種がん

規

検診の実施

がん検診：

完

がん発見者数　胃X線

了

2人、胃内視鏡6人、

事

後期高齢者健診の実施

業

大腸7人、乳がん超音

ゼ

波2人、マンモ2人、

ロ

肺がんCT2人 若年者

予

健診の実施

、前立腺9

算

人

事業 担当者

全体計画 経費区分 内線

事務事業名

所　　属

施　　策

会計
予算

科目
科目

事業

事業目的 事業概要・効果 

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

平成27年度　実績 平成28年度　実績

平成29年度　実績 平成30年度　実績

平成31年度　実績 令和 2年度　予定

内部評価【二次】 1頁

令和　２年度　行政評価事業別シート

実計対象 □ 評価対象 ■ 新規 □ 完了事業 □ ゼロ予算事業 □ 担当者 永井隆広

全体計画 経費区分 － 内線 3334

事務事業名 4110 健康診査事業

所　　属 100600 健康福祉部・健康づくり課

施　　策 01010100 健康づくりの充実

会計 01 一般会計
予算

科目 040102 衛生費・保健衛生費・予防費
科目

事業 040000 健康診査事業

事業目的 事業概要・効果 

後期高齢者健診、各種がん検診等を実施し、疾病の早 ・後期高齢者健診：75歳以上の市民に対し、個別・集

期発見、早期治療に努める。 団で実施。

若年者からの健診の習慣付けと早期の対応 ・各種がん検診：対象年齢の市民に対し主に集団で実

施

・乳がん超音波検診や肺がんCT検診を導入するなど、

精度の高い検診を行うことにより、早期発見、早期治

療に繋げるこ

内

とができる。

・市民が

部

受診しやすいよう、胃

評

検診・大腸がん検診は

価

地域を巡回して実施し

【

ている。

・若年者健診

二

はH31から実施

 

Ｐ

次

ＬＡＮ－ＤＯ

年度実績

】

及び予定

平成27年度

1

　実績 平成28年度　

頁

実績

後期高齢者健診の

令

実施 後期高齢者健診の

和

実施

がん検診：がん発

　

見者数　胃５人、大腸

２

９人、乳房２ がん検診

年

：がん発見者数　胃３

度

人、大腸１１人、乳房

　

人、マンモグラフィ２

行

人、肺２人、前立腺４

政

人 ２人、マンモグラフ

評

ィ２人、肺３人、前立

価

腺５人

平成29年度　

事

実績 平成30年度　実

業

績

後期高齢者健診の実

別

施 後期高齢者健診の実

シ

施

がん検診：がん発見

ー

者数　胃０人、大腸１

ト

１人、乳房 がん検診：

実

がん発見者数　胃X線

計

4人、胃内視鏡７人、

対

０人、マンモグラフィ

象

４人、肺２人、前立腺

評

７人 大腸８人、子宮が

価

ん１人、前立腺６人

平

対

成31年度　実績 令和

象

 2年度　予定

各種が



診率の向上を図る必要がある

の 理 由

最終年度 国の目標値である50％とする

目標の根拠

指 標 名 肺がん検診の受診率

算　　式 肺がん検診受診者数÷肺がん検診受診対象者×100 単位 ％

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標 40 40 50 50 50
目 標 値

実 績 15.5 15 16.2 15.5

指標選定 死亡原因の1位であるがんの早期発見のため検診率の向上を図る必要がある

の 理 由

最終年度 国の目標値である50％とする

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成31年度 令和 

内

2年度

決　　　算 予　

部

　　算

事業費 115,

評

711 132,972

価

国庫支出金 128 12

【

8

特 定 都道府県支出

二

金 2,710 3,20

次

3

財 源 地方債 0 0

そ

】

の他 49,372 80

2

,130

一般財源 63

頁

,501 49,511

指

正規職員 0.8 0.8

 

人員数
嘱託職員 0.2

標

0.2
（人）

臨時職員

 

0.2 0.2

正規職員

名

5,812.0 5,8

算

12.0

人　員 嘱託職

　

員 565.8 565.

　

8

コスト 臨時職員 25

式

9.6 259.6

計 6

単

,637.4 6,63

位

7.4

市民一人当たり

年

の経費 2.3 2.7

総

　

額 122,348.4

　

139,609.4

（

度

単位：千円）

平成31

平

年度決算　事業費の内

成

訳

主な節 金額 内容

8節

2

  報償費 0

消耗品費

8

116、食糧費3、印

年

刷製本費799
11節

度

 需用費 918

電算委

平

託料3,103、その

成

他委託料94,125

2

13節 委託費 97,

9

228

15節 工事請

年

負費 0

補助金7,80

度

0
19節 負担金補助

平

及び交付金 7,800

成

賃金564、役務費4

3

,497、使用料及び

0

賃借料2,064ほか

年

その他 9,765

度 平成31年度 令和 2年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成31年度 令和 2年度

決　　　算 予　　　算

事業費

国庫支出金

特 定 都道府県支出金

財 源 地方債

その他

一般財源

正規職員
人員数

嘱託職員
（人）

臨時職員

正規職員

人　員 嘱託職員

コスト 臨時職員

計

市民一人当たりの経費

総額

（単位：千円）

平成31年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

8節  報償費

11節 需用費

13節 委託費

15節 工事請負費

19節 負担金補助及び交付金

その他

内部評価【二次】 2頁

指 標 名 胃がん検診の受診率

算　　式 胃がん検診受診者数÷胃がん検診受診対象者×100 単位 ％

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標 40 40 50 50 50
目 標 値

実 績 8.4 7.8 6.9 7.9

指標選定 死亡原因の1位であるがんの早期発見のため検診率の向上を図る必要がある

の 理 由

最終年度 国の目標値である50％とする

目標の根拠

指 標 名 大腸がん検診の受診率

算　　式 大腸がん検診受診者数÷大腸がん検診受診対象者×100 単位 ％

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標 40 40 50 50 50
目 標 値

実 績 17.2 17.7 17.2 14.8

指標選定 死亡原因の1位であるがんの早期発見のため検



委

るか

健診により、精密

託

検査が必要となり、が

費

んが発見されている。

1

評   価

コメント

・

4

成果を落とさずにコス

節

トを削減する方法はあ

 

るか

効 率 性 ・効率

工

性向上に努めているか

事

やや向上

・使用料など

請

の受益者負担や補助対

負

象事業の範囲など、財

費

源確保の余地はないか

1

胃がん内視鏡検診は３

8

年目を迎え、早期がん

節

の発見に繋がっている

 

。

評   価

コメント

負

振り返り（決算年度の

担

取組み課題）

内視鏡検

金

診の受診対象者に対し

補

勧奨を行ったが、改め

助

て受診の周知を行い、

及

受診率を上げる。

び交付金

その他

ＣＨＥＣＫ

個別評価

項目 評価観点 評価内容

・市民の生命・財産を守るため市が実施することが必要不可欠な事業であるか

・行政内部の管理運営上必要な事業であるか

必 要 性 ・市が主体となり実施すべき事業か

・法的な根拠や公的関与の妥当性はあるか

・目的は結果（施策の目指す理想）に結びついているか

評   価

コメント

・事業の成果は上がっているか

・目標に対する達成度は十分か

有 効 性 ・市民生活上の課題解決に貢献しているか

・行政内部の管理上の課題解決に貢献しているか

・事業の目的が達成できるような事業内容になっているか

評   価

コメント

・成果を落とさずにコストを削減する方法はあるか

効

内

 率 性 ・効率性向上

部

に努めているか

・使用

評

料などの受益者負担や

価

補助対象事業の範囲な

【

ど、財源確保の余地は

二

ないか

評   価

コメ

次

ント

振り返り（決算年

】

度の取組み課題）

3頁

（単

内

位

部評価【二次】 3頁

（ ：単位：千円）

令和 2

千

年度当初予算　事業費

円

の内訳

主な節 金額 内容

）

7節  報償費 0

消耗

令

品費130、食糧費9

和

、印刷製本830
10

 

節 需用費 969

電算

2

委託料2,850、検

年

診委託料ほか110,

度

578
12節 委託費

当

113,428

14節

初

 工事請負費 0

補助金

予

7,800
18節 負

算

担金補助及び交付金 7

　

,800

旅費3、役務

事

費5,772ほか
その

業

他 10,775

ＣＨＥ

費

ＣＫ

個別評価

項目 評価

の

観点 評価内容

・市民の

内

生命・財産を守るため

訳

市が実施することが必

主

要不可欠な事業である

な

か

・行政内部の管理運

節

営上必要な事業である

金

か

必 要 性 ・市が主

額

体となり実施すべき事

内

業か 高い

・法的な根拠

容

や公的関与の妥当性は

7

あるか

・目的は結果（

節

施策の目指す理想）に

 

結びついているか

がん

 

早期発見のため、定期

報

的にがん検診を受け、

償

重症化を防ぎ、合わせ

費

て医療費の削減にも必

1

要

評   価

コメント

0

・事業の成果は上がっ

節

ているか

・目標に対す

 

る達成度は十分か

有 

需

効 性 ・市民生活上の

用

課題解決に貢献してい

費

るか 有効

・行政内部の

1

管理上の課題解決に貢

2

献しているか

・事業の

節

目的が達成できるよう

 

な事業内容になってい



コメント

内部評価【二次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続 次年度以降の方向性 簡易な改善（拡大）

総合評価コメント ２次評価コメント

国の指針に基づき実施している。精度の高い体制によ 「自分の健康は自分でつくり守る」の理念を

内

具現化す

り早期がん発

部

見につながっている。

評

「健診（検診）申 るた

価

め、受診率の向上をを

【

さらに図り、保健指導

二

、予

込みガイド」など

次

により、理解を高め、

】

受診率の向上 防施策に

4

さらに取組む必要があ

頁

る

を図る。

外部評価

次

Ａ

年度以降の方向性

外部

Ｃ

評価コメント

ＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 次年度以降の方向性

総合評価コメント ２次評価コメント

外部評価

次年度以降の方向性

外部評価


